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本年も町政発展のた め全力で尽くします
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私の『好きなことば』
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◆議案第1号　一般会計補正予算（第７号）【歳出の主なもの】（万円未満切り捨て）

◆議案第２号から第７号まで　特別会計・企業会計補正予算【歳出の主なもの】（万円未満切り捨て）

◆議案第17号　一般会計補正予算（第８号）【歳出の主なもの】（万円未満切り捨て）

項　　目 補正額 総　　額 補正の理由など
一般管理費 236万円 3億8847万円 職員人件費・職員手当など
ふるさと活性化推進事業費 1464万円 1億4192万円 光ファイバー移設工事費
事務改革推進費 488万円 1億822万円 マイナンバーカードシステム整備委託料など
戸籍住民基本台帳費 455万円 4905万円 戸籍情報システム改修業務委託料など
社会福祉総務費 829万円 5億5078万円 介護保険特別会計繰出金など
子ども・子育て支援事業費 2513万円 3億189万円 認定こども園給付費、保育所運営費など
水道事業費 3126万円 1億7836万円 水道事業会計補助金
林業振興費 852万円 3099万円 国有林野分収造林売払委託料
水産施設管理費 481万円 3724万円 沸壺の池堰堤調査測量委託料など
漁港建設費 2660万円 10360万円 風合瀬漁港機能保全工事費など
観光費 1410万円 1億8316万円 アオーネ白神十二湖施設備品購入費など

会 計 区 分 補正額 総　額 補正の理由など
議案第2号　国民健康保険事業
（事業勘定）
（直診勘定）

2279万円
159万円

11億6806万円
 2億8920万円

療養給付費、高額療養費など
職員人件費、備品購入費など

議案第3号　後期高齢者医療 83万円 1億5841万円 保険料還付金など
議案第4号　介護保険 4714万円 16億8481万円 介護サービス給付費負担金など
議案第5号　訪問看護ステーション 19万円 1674万円 職員人件費
議案第6号　下水道事業 302万円 2億5731万円 漁業集落排水施設修繕料など

会 計 区 分 補正額 総　額 補正の理由など
社会福祉総務費 1億1445万円 3億8847万円 物価高騰対策支援給付金など
予備費 △68万円      4954万円

会　計　区　分 補正予定額 総　　　額

企
業
会
計

議案第7号　水道事業
収益的

支　出 126万円 3億8303万円
収　入 356万円 4億502万円

資本的
支　出 1683万円 2億6710万円
収　入 △502万円 4億5829万円
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提案理由等の動画
が視聴できます。

議案審議等の動画
が視聴できます。

深浦町議会 第130回定例会

　第130回定例会は、12月８日から12日まで５日間の会期で開かれました。

　一般質問では４人の議員が登壇し、町政全般にわたり論戦を展開しました。

　また、町長から補正予算や条例関係などの議案17件が提出され、採決の結果、

すべて原案のとおり可決されました。

議会録画配信
インターネット配信サービス

YouTube（ユーチューブ）で録画配信を開始しました。
各ページのQRコードからアクセスできます。

YouTube「深浦町議会チャンネル」

12/8
（金）

12/9
（土）

〜 12/10
（日）

12/11
（月）

12/12
（火）

・全議案一括上程
・提案理由の説明

・休会

・一般質問

・議案審議、採決

今　 勝吉 福沢 秀己 八木 　史 藤田 一則

令和５年度一般会計補正予算

歳入歳出予算それぞれ総額91億5351万9千円歳入歳出予算それぞれ総額91億5351万9千円
2億8077万7千円を追加2億8077万7千円を追加

物価高騰対策支援

光ファイバー移設工事

認定こども園・保育所運営費

　電力・ガス・食料品等の物価高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得
世帯（住民税非課税世帯等）に対し、国の重点支援地方交付金を活用し、1世帯当たり７万円、
総額１億1200万円を給付するものです。

　電力柱の建替えと町が管理する光通信ケーブルの移設等に伴い、既設の工事費に1404万９
千円を増額し、総額2004万９千円とするものです。

　利用者の増加や定員変更に伴う単価の増により、認定こども園と保育運営費に係る既設予算
に2443万２千円を増加し、総額２億3912万２千円とするものです。

ト
ピッ

クス

ト
ピッ

クス

ト
ピッ

クス

3

2

1



（6）（7）

令和６年２月９日 令和６年２月９日ふかうらまち議会広報 ふかうらまち議会広報第76号 第76号

第130回定例会

一　般　質　問一　般　質　問

　一般質問とは、議員が町
の行政全般にわたり、執行
機関に行政財政の運営や現
行の政策、将来に対する方
針などについて考えを質し、
報告や説明を求め、より良
い方向へ導くものです。
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　第130回定例会　上程議案と採決状況一覧

上程議案・概要・結果
※〇は賛成、×は反対、欠は欠席、議長（斉藤登）は採決に
　加わらない。
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令和５年度 補正予算議案　※概要については、P.5参照
議案第１号
一般会計補正予算（７回目） 賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

議案第２号
国民健康保険事業特別会計補正予算（３回目）【事業勘定・直診勘定】 賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

議案第３号
後期高齢者医療特別会計補正予算（２回目） 賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

議案第４号
介護保険特別会計補正予算（２回目） 賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

議案第５号
訪問看護ステーション特別会計補正予算（２回目） 賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

議案第６号
下水道事業特別会計補正予算（２回目） 賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

議案第７号
水道事業会計補正予算（２回目） 賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

議案第17号
一般会計補正予算（８回目） 賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

条例に関する議案
議案第8号
深浦町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正

12月に支給する町長等の期末手当の支給割合を0.05月引き
上げ、翌年度から6月と12月で均等に支給する改定

賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

議案第9号
深浦町職員の給与に関する条例の一部改正

初任給及び若年層の給料月額を引き上げ及び期末・勤勉手当
の0.05月引き上げ、翌年度から6月と12月で均等に支給する
改定

賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

議案第10号
深浦町議会議員の期末手当支給条例の一部改正

議員の期末手当の支給割合を改定（支給割合等は議案第８号
と同じ）

賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

議案第11号
深浦町下水道事業に地方公営企業法の全部を適用すること
に伴う関係条例の整備

下水道事業に地方公営企業法の全部を適用することに伴う関
係条例の整備

賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

議案第12号
深浦町水道事業の設置等に関する条例の全部改正

下水道事業に地方公営企業法の全部を適用することに伴う条
例の整備

賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

議案第13号
深浦町排水処理施設設置条例の全部改正

下水道事業に地方公営企業法の全部を適用することに伴う条
例の整備

賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

議案第14号
深浦町下水道事業等受益者分担金条例の廃止

事業が完了しており、受益者分担金を徴収する見込みがない
ことから廃止

賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

その他の議案
議案第15号
工事請負契約の一部変更

深浦地区（風合瀬漁港）水産物供給基盤機能保全工事
請負代金96,602,000円から949,300円を減額して
95,652,700円に変更　請負業者（株）三浦建設

賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

議案第16号
工事請負契約の一部変更

令和４年度繰 岩崎南地区水道施設災害復旧工事
請負代金85 ,470 ,000円に576 ,400円を増額して
86,046,400円に変更　請負業者（株）ホリエイ

賛総 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ー

賛総…賛成総員で可決　　賛多…賛成多数で可決　　賛少…賛成少数で否決
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の
リ
ス
ク
が
高
く
、
生
活

習
慣
の
改
善
で
効
果
が
期
待
で
き

る
方
を
対
象
と
し
た
特
定
保
健
指

導
、
３
つ
目
は
、
健（
検
）診
で

「
要
精
検
」
（
精
密
検
査
）
と
判

定
さ
れ
た
方
の
受
診
確
認
と
受
診

勧
奨
、
４
つ
目
は
、
健
診
後
の
糖

尿
病
予
備
軍
を
対
象
に
「
糖
尿
病

予
防
・
改
善
教
室
」
の
集
団
支
援

や
、
糖
尿
病
性
腎
症
が
懸
念
さ
れ

る
対
象
者
に
は
個
別
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。

『
農
作
物
の
適
切
な
管
理
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
と
一
体
で
取
り
組
む
』

　

今
議
員

①
今
年
は
鳥
獣
、
特
に
熊
の
出
没
が
多
く
、
人
家
近
く
に
も

出
没
し
、
正
に
異
常
で
あ
る
。
従
来
の
対
応
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
対
策
は
。

②
岡
町
地
区
で
イ
ノ
シ
シ
が
捕
獲
さ
れ
、
駆
除
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
今
後
の
対
策
と
町
民
に
対
す
る
周
知
は
。

　

町
長

①
９
月
頃
か
ら
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
急
増
し
、
11
月
30
日
現

在
、
目
撃
情
報
は
１
７
９
件
、
捕
獲
数
は
77
頭
で
、
こ
の
５

年
間
で
は
、
今
年
が
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
出
没
時
の
対
応

と
し
て
は
、
防
災
無
線
で
住
民
へ
の
注
意
を
呼
び
掛
け
る
と

と
も
に
、
農
林
水
産
課
職
員
に
よ
る
花
火
で
の
追
い
払
い
と

警
察
に
よ
る
付
近
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
そ
れ
で
も
出
没

が
常
態
化
し
た
場
合
は
、
箱
ワ
ナ
に
よ
る
捕
獲
、
ま
た
、
畑

周
り
や
雑
木
林
の
下
草
刈
り
を
行
う
よ
う
、
適
宜
、
農
業
者

等
に
指
導
し
て
い
る
。

予
防
策
と
し
て
、
定
期
的
に
防
災
無
線
で
ク
マ
に
対
す
る

注
意
喚
起
、
行
政
連
絡
員
会
議
や
広
報
紙
を
利
用
し
て
、
柿

や
栗く

り

を
放
置
し
て
お
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

②
10
月
26
日
、
現
場
の
足
跡
か
ら
イ
ノ
シ
シ
と
判
断
し
て
箱

ワ
ナ
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
翌
日
、
親
子
と
思
わ
れ
る
２
頭

を
捕
獲
し
た
。

今
後
も
、
捕
獲
に
つ
い
て
の
対
策
強
化
を
農
林
水
産
課
に

熊
・
イ
ノ
シ
シ
、
今
後
の
対
策
は

問答

　

今
議
員

①
旧
木
造
高
校
深
浦
校
舎
へ
公
民

館
や
文
学
館
の
機
能
を
移
転
し
、

そ
の
後
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展

示
物
も
移
設
す
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
そ
う
な
る
と
中
心
市
街
地
は

空
洞
化
し
、
「
通
り
過
ぎ
る
町
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
町
長

の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

②
旧
木
造
高
校
深
浦
校
舎
の
利
活

用
に
合
わ
せ
行
合
崎
一
体
の
環
境

整
備
を
行
い
、
観
光
振
興
に
注
力

す
べ
き
と
思
う
が
。

　

町
長

①
公
民
館
や
文
学
館
、
歴
史
民
俗

資
料
館
等
を
集
約
し
た
社
会
教
育

関
連
施
設
に
移
行
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。
近
く
に
は
深
浦
診

療
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
、

他
の
施
設
と
の
複
合
化
や
集
約
化

は
、
子
育
て
世
代
や
高
齢
者
等
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
や
世
代
間
交
流

の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
、
に
ぎ
わ
い
の
空
間
、
地
域

の
活
性
化
等
、
新
た
な
価
値
を
生

み
出
す
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、

「
通
り
過
ぎ
る
町
」
で
は
な
く
、

「
集
え
る
場
所
の
あ
る
町
」
づ
く

問答

り
と
捉
え
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

②
行
合
崎
は
、
国
内
で
少
な
く
な

っ
た
「
海
岸
自
然
草
原
」
が
広
が

り
、
希
少
な
植
物
が
数
多
く
生
育

す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
希
少
な
自
然
景
観
、
自
然
植

生
を
保
全
す
る
こ
と
に
努
め
、
自

然
散
策
や
植
物
観
察
等
を
行
う
自

然
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
環
境
教

育
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が

最
善
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問

答

公民館など移転
中心市街地が空洞化懸念

「集える場所のある町」づくり
新たな価値を生み出す

今
こん

　　勝
かつよし

吉議員質問者の動画が
視聴できます。

▲歴史民俗資料館

▲ふかうら文学館

ニッコウキスゲニッコウキスゲ

ハマヒルガオハマヒルガオ ハマイブキボウフウハマイブキボウフウ

▲公民館

※ＱＯＬ健診＝弘前大学が開発した、即日２時間で測定・結果通知・健康教育まで完成させるコンパクト型の
健診。ＱＯＬは、クオリティ・オブ・ライフの略（生活の質）のことで、「その人らしく充実
した生活を送る」という意味。
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福
沢
議
員

昨
年
の
８
月
豪
雨
は
町
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
当
町
の

基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
農
業
に

関
連
す
る
農
地
・
農
業
用
施
設
の

現
在
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

①
被
災
し
た
農
地
・
農
業
用
施
設

復
旧
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

②
激
甚
災
害
の
指
定
に
よ
り
、
復

旧
経
費
の
国
庫
補
助
率
が
か
さ
上

げ
さ
れ
る
こ
と
で
、
受
益
者
負
担

が
ど
の
よ
う
に
算
定
さ
れ
た
の
か
。

③
農
地
・
農
業
用
施
設
の
自
力
復

旧
事
業
の
実
施
状
況
は
。

④
被
災
し
た
農
地
及
び
水
路
等
の

影
響
で
、
現
在
も
営
農
が
で
き
な

い
規
模
と
復
旧
の
見
通
し
は
。

　

町
長

①
農
地
・
農
業
用
施
設
、
被
災
箇

所
は
50
箇
所
、
査
定
決
定
額
３
億

６
７
４
０
万
円
。
今
年
11
月
末
時

点
の
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
工
事
は
、
41
箇
所
、
２
億
５
１

６
８
万
円
で
、
こ
の
う
ち
１
億
９

８
９
万
円
（
竣

し
ゅ
ん

工
率
約
30
パ
ー
セ

ン
ト
）
の
工
事
が
終
了
し
た
。

②
農
家
負
担
の
軽
減
と
営
農
意
欲

維
持
を
図
る
目
的
か
ら
、
「
復
旧

問答

事
業
費
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
又
は
、

高
率
補
助
率
が
適
用
さ
れ
る
施
設

に
あ
っ
て
は
５
パ
ー
セ
ン
ト
」
と

分
担
金
の
額
を
算
定
す
る
規
定
を
、

「
復
旧
事
業
費
に
か
か
る
地
方
負

担
額
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
に
４
万
円

を
加
え
た
額
又
は
、
事
業
費
の
10

パ
ー
セ
ン
ト
の
い
ず
れ
か
低
い

額
」
に
関
係
条
例
等
を
改
正
し
た
。

③
営
農
意
欲
維
持
と
早
期
復
旧
を

図
る
目
的
か
ら
、
比
較
的
小
規
模

な
災
害
復
旧
を
被
災
農
家
自
ら
が

行
っ
た
経
費
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
、

36
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る
制
度

を
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
で
１
０
３

件
、
事
業
費
２
２
１
６
万
円
に
対

し
て
89
・
８
％
に
当
た
る
約
１
９

９
０
万
円
を
交
付
し
て
い
る
。

④
町
の
水
稲
作
付
面
積
約
３
１
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
約
１
５
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
営
農
で
き
な
く
な
っ

た
と
捉と

ら

え
て
い
る
。
町
の
応
急
復

旧
や
、
農
業
者
の
自
力
復
旧
に
よ

り
、
今
年
の
春
ま
で
に
大
半
の
水

田
が
作
付
け
可
能
と
な
っ
た
。
ま

た
、
今
年
11
月
末
時
点
で
営
農
不

可
能
の
水
田
は
15
箇
所
、
17
・
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
現
在
、
順
次
復

旧
工
事
を
進
め
て
い
る
が
、
全
体

の
復
旧
見
通
し
は
、
令
和
７
年
度

末
ま
で
か
か
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問

答

昨年の豪雨
被災農地等の復旧状況は

41箇所 工事費総額２億5168万円
（発注率68.5パーセント）

福
ふくざわ

沢　秀
ひで

己
み

議員 質問者の動画が
視聴できます。

【例えば、農地・農業用施設復旧事業費が1000万円と仮定した場合】

（改正前）受益者負担金は100万円（1000万円×10％）

（改正後）

農業用施設の受益者負担金は５万７千円　大幅な軽減！

（1000万円×1.7％×10％＋４万円）国庫補助率98.3％

農地の受益者負担金は９万８千円　大幅な軽減！

（1000万円×5.8％×10％＋４万円）国庫補助率94.2％

※今回の国庫補助率は、通常の災害復旧事業の補助率に激甚災害に指
定されたことで補助率が嵩上げされています。

指
示
し
た
が
、
こ
の
対
策
に
は
、

住
民
に
よ
る
目
撃
情
報
や
被
害
情

報
の
提
供
、
農
作
物
の
適
切
な
管

理
な
ど
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
今
後
の

状
況
に
よ
っ
て
は
被
害
防
止
に
向

け
た
研
修
会
の
実
施
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
。

『
担
当
課
と
十
分
協
議
し

施
策
の
展
開
に
努
力
』

　

今
議
員

①
来
年
度
の
予
算
方
針
と
し
て
、

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
一
次
産
業

振
興
策
、
特
に
後
継
者
育
成
に
対

す
る
独
自
の
振
興
策
は
あ
る
の
か
。

②
町
を
元
気
に
す
る
観
光
振
興
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

特
に
「
十
二
湖
振
興
戦
略
プ
ラ

ン
」
の
進
捗
状
況
は
。

　

町
長

①
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
不
足
は
深
刻
化
し
て
い
る
。

特
に
一
次
産
業
は
、
所
得
水
準
の

低
さ
、
労
働
内
容
の
厳
し
さ
、
技

術
習
得
の
難
し
さ
な
ど
の
要
因
か

ら
後
継
者
不
足
と
新
規
就
業
者
が

少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
次
産

業
の
従
事
者
が
減
る
こ
と
は
、
耕

作
放
棄
地
の
拡
大
や
森
林
の
荒
廃
、

鳥
獣
被
害
の
増
加
、
自
然
災
害
の

頻
発
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

機
能
低
下
な
ど
、
様
々
な
問
題
が

町
独
自
の

　
　
　
後
継
者
対
策
は

問答

起
こ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
の

課
題
を
考
慮
し
て
、
各
業
種
に
お

け
る
必
要
か
つ
有
効
な
事
業
を
国

の
施
策
を
活
用
し
な
が
ら
、
青
森

県
や
農
協
・
漁
協
な
ど
と
連
携
し

て
一
次
産
業
の
振
興
に
向
け
た
総

合
的
な
対
策
と
し
て
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
町
独
自
の
後
継
者
育
成

対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
予
算
編
成
の
中
で
、
担
当
課

と
十
分
に
協
議
・
検
討
し
、
農
業

は
「
就
業
の
し
や
す
さ
」
、
林
業

は
「
就
業
環
境
の
改
善
」
、
水
産

業
は
「
資
源
の
回
復
」
な
ど
が
、

後
継
者
を
育
成
し
、
確
保
す
る
鍵

と
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
対
応
し

た
施
策
の
展
開
に
努
め
て
い
く
。

②
「
十
二
湖
振
興
戦
略
プ
ラ
ン
」

は
令
和
３
年
11
月
に
策
定
さ
れ
、

令
和
８
年
度
ま
で
の
６
か
年
計
画

で
、
今
年
度
は
３
年
目
に
当
た
り
、

計
画
に
基
づ
き
廃
業
店
舗
の
解
体

を
年
度
末
ま
で
に
終
え
、
展
望
デ

ッ
キ
の
整
備
を
予
定
し
て
い
た
が
、

７
月
の
豪
雨
災
害
で
国
・
県
と
の

協
議
等
に
時
間
を
要
し
、
翌
年
度

へ
の
繰
越
し
が
避
け
ら
れ
な
い
状

況
と
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
来
年

度
は
、
豪
雨
災
害
で
不
通
と
な
っ

て
い
る
王
池
遊
歩
道
の
復
旧
工
事
を
前
倒
し
す
る
ほ
か
、
そ

の
ほ
か
の
不
通
箇
所
の
復
旧
も
進
め
て
い
き
た
い
。

一
日
も
早
く
、
か
つ
て
の
よ
う
に
広
く
周
遊
散
策
を
楽
し

め
る
十
二
湖
に
復
旧
す
る
こ
と
が
、
更
な
る
来
客
増
加
に
つ

な
が
り
、
町
へ
元
気
を
呼
び
戻
す
も
と
に
な
る
と
確
信
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
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の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
件
数
の
増
加
に
つ
な
げ
つ
つ
、

管
理
・
相
談
等
は
、
民
間
事
業
者

と
の
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

④
行
政
区
の
統
合
を
は
じ
め
、
選

挙
の
投
票
所
の
統
合
、
消
防
団
の

分
団
の
統
合
な
ど
、
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
る
必
要
は
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
が
、
各
地
域
住
民
、

自
治
会
、
消
防
団
員
等
の
意
向
も

大
変
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
各

地
域
の
皆
さ
ん
と
十
分
に
協
議
を

し
、
ど
う
い
っ
た
手
法
が
最
も
良

い
の
か
を
探
り
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

『
現
時
点
で
小
学
校
の

統
合
は
考
え
て
い
な
い
』

　

八
木
議
員

①
令
和
に
入
っ
て
か
ら
の
出
生
数

を
見
据
え
て
、
今
後
５
年
間
の
各

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
数
の
推

移
で
、
更
な
る
統
合
も
検
討
す
る

の
か
。

②
よ
く
小
中
一
貫
教
育
が
話
題
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
取
組

は
本
町
に
馴
染
む
の
か
。

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
進
め
る
上
で
、

教
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｉ※

２

Ｃ
Ｔ

支
援
員
が
重
要
な
役
割
だ
と
思
う

が
、
町
で
配
置
す
る
考
え
は
。

　

町
長

①
小
学
校
は
、
通
学
の
距
離
や
時

間
が
中
学
校
と
比
べ
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
、
保
護
者
か
ら
学

校
統
合
に
関
す
る
意
見
・
要
望
が

少
な
い
こ
と
、
ま
た
、
い
わ
さ
き

小
学
校
が
深
浦
小
学
校
と
統
合
し

た
場
合
に
、
岩
崎
地
域
か
ら
完
全

に
学
校
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
な

ど
、
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

小
中
学
校
の
統
合
は

問答

る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
小
学

校
の
統
合
は
検
討
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
更
に
少
子
化
が
進
み
、

学
校
運
営
に
支
障
を
き
た
す
よ
う

な
場
合
に
は
、
改
め
て
、
小
学
校

の
統
合
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

中
学
校
は
、
令
和
４
年
４
月
に

深
浦
中
学
校
と
岩
崎
中
学
校
が
統

合
し
た
際
に
「
深
浦
町
立
中
学
校

の
統
合
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を

策
定
し
て
お
り
、
そ
の
方
針
に
基

づ
く
と
遅
く
て
も
令
和
６
年
度
に

は
、
大
戸
瀬
中
学
校
と
深
浦
中
学

校
の
統
合
に
関
す
る
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、
「
町
立
中

学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
、
統
合
の
検
討
を
進
め
る

予
定
で
あ
る
。

②
小
学
校
１
校
と
中
学
校
１
校
が

小
中
一
貫
校
と
な
っ
た
場
合
は
、

各
学
年
の
児
童
生
徒
数
が
増
え
る

訳
で
は
な
い
の
で
、
複
式
学
級
の

解
消
に
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
中※

３

１

ギ
ャ
ッ
プ
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る

違
う
小
学
校
出
身
の
人
た
ち
と
の

新
た
な
交
流
も
生
じ
な
い
こ
と
か

ら
、
本
町
で
は
小
中
一
貫
教
育
の

効
果
は
薄
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

③
本
町
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
知
識
が

豊
富
で
、
な
お
か
つ
、
学
校
現
場

に
も
精
通
し
て
い
る
適
任
者
は
、

な
か
な
か
見
当
た
ら
な
い
が
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
に
向
け
て
は

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

八
木
議
員

過
疎
化
や
高
齢
化
、
核
家
族
化

や
個
人
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど

で
、
地
域
を
支
え
る
人
材
が
不
足

し
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機

能
が
弱
ま
り
、
集
落
の
維
持
さ
え

困
難
な
地
域
も
あ
り
、
様
々
な
問

題
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。

①
来
年
度
に
専
任
の
町
職
員
を
配

置
し
、
令
和
７
年
度
か
ら
本
格
的

に
集※

１

落
支
援
員
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
一
層
の

利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、

既
存
の
温
泉
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
つ
い
て
の
進
展
は
。

③
広
報
ふ
か
う
ら
に
民
間
事
業
者

に
よ
る
「
空
き
家
の
管
理
・
相

談
」
等
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
集
落
支
援
の
中
に
空
き
家
を

活
用
し
た
移
住
・
定
住
対
策
も
重

要
事
項
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
も
連
携
し
て
い
く
事
も

必
要
で
は
な
い
か
。

④
町
の
高
齢
化
比
率
は
５
０
％
を

超
え
た
。
様
々
な
担
い
手
不
足
に

よ
り
地
域
と
し
て
の
機
能
が
回
ら

問

な
く
な
る
前
に
、
行
政
区
の
統
合

を
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
。

　

町
長

①
集
落
支
援
員
の
設
置
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
７
月
中
旬
に

全
行
政
連
絡
員
を
対
象
に
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
地
域
の
困
り
ご
と
の

解
決
に
集
落
支
援
員
が
有
効
と
の

回
答
が
７
割
、
将
来
の
集
落
支
援

員
設
置
の
希
望
を
含
め
る
と
、
実

に
８
割
の
行
政
連
絡
員
が
集
落
支

援
員
の
設
置
と
そ
の
活
動
を
希
望

し
て
い
る
。
今
後
も
関
係
機
関
と

引
き
続
き
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

集
落
支
援
員
の
設
置
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

②
10
月
末
日
時
点
で
延
べ
７
４
３

３
人
、
月
平
均
で
は
１
０
６
０
人

以
上
が
利
用
し
て
お
り
、
お
お
む

ね
順
調
に
稼
働
し
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
現
在
の
運
行
に
関

し
て
は
、
停
留
所
の
新
規
設
置
や

経
路
の
見
直
し
等
の
要
望
が
あ
り
、

道
路
状
況
や
運
行
効
率
な
ど
で
対

応
で
き
な
い
事
例
以
外
は
、
関
係

機
関
と
協
議
し
、
順
次
実
施
し
て

い
く
。

答

な
お
、
既
存
の
温
泉
施
設
へ
の

ア
ク
セ
ス
等
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
４
月
か
ら
の
実
施
を
予
定
し
、

現
在
、
調
整
中
で
す
。

③
空
き
家
所
有
者
の
支
援
と
五
所

川
原
圏
域
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
を
推
進
す
る
た
め
、
来
年
度
か

ら
空
き
家
に
関
す
る
様
々
な
施
策

問

答

集落支援員の設置と
行政区の統合を真剣に

集落支援員設置に前向き
行政区統合は地域と十分協議

八
や ぎ

木　　史
ふみと

議員質問者の動画が
視聴できます。

※１　集 落 支 援 員＝地方自治体からの委嘱を受け、町職員とも連携しながら、集落への「目配り」として、集落
の巡回、状況把握等を行う。

※２　ＩＣＴ支援員＝学校におけるＩＣＴ関連業務を実現するために必要な専門家であり、タブレット端末や電子
黒板など、ＩＣＴ機器を利用した学習がスムーズに行われるようサポートし、子どもたちの
情報を活用する能力を伸ばすための役割を担っています。

※３　中１ギャップ＝小学校から中学校へ進学する際に、新しい環境での学習や生活に戸惑いや不安を感じ、学校
生活に適応できない現象のこと。
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『
知
識
、経
験
等
活
か
せ
る

配
置
を
検
討
』

　

八
木
議
員

①
地
方
公
務
員
の
定
年
が
令
和
13

年
度
に
か
け
て
段
階
的
に
65
歳
ま

で
延
長
さ
れ
る
。
こ
れ
に
伴
い
役※

職
定
年
制
が
導
入
さ
れ
、
管
理
職

だ
っ
た
職
員
は
管
理
職
以
外
の
職

に
降
任
等
と
な
る
が
、
そ
の
職
員

の
能
力
と
経
験
を
生
か
せ
る
職
域

に
配
置
す
る
こ
と
が
最
良
だ
と
思

う
が
。

②
こ
の
段
階
的
な
定
年
延
長
の
期

間
中
、
職
員
採
用
の
抑
制
は
せ
ず
、

職
員
の
偏
り
を
避
け
る
た
め
に
も

平
準
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

　

町
長

①
60
歳
を
迎
え
る
職
員
に
対
し
て

は
、
事
前
に
60
歳
以
降
も
常
勤
職

員
と
し
て
勤
務
す
る
か
、
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
を
選
択
す
る

か
、
あ
る
い
は
退
職
す
る
か
意
思

確
認
を
行
う
。
配
置
先
の
意
向
は
、

役
職
定
年
後
の

　
　
　
職
員
の
配
置
は

問答

定
年
延
長
で
常
勤
を
希
望
し
た
職

員
は
、
一
般
の
職
員
と
同
様
の
扱

い
に
な
る
た
め
、
希
望
す
る
職
種

を
申
し
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

全
職
員
に
実
施
し
て
い
る
「
職
場

環
境
等
に
関
す
る
意
識
調
査
」
の

中
に
あ
る
「
希
望
業
務
等
の
意

向
」
に
配
慮
し
、
こ
れ
ま
で
の
知

識
、
技
術
、
経
験
等
を
活
か
せ
る

配
置
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
を
選
択
し
た
場
合
は
、
「
再
任

用
希
望
申
込
書
」
に
希
望
す
る
職

種
を
記
載
す
る
こ
と
で
、
本
人
の

意
向
は
確
認
で
き
る
。

②
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
提
供
で
き
る
体
制
を
維
持

す
る
に
は
、
定
年
引
上
げ
期
間
中

で
も
新
規
採
用
職
員
を
継
続
的
に

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
は
、

60
歳
以
降
の
働
き
方
の
意
向
確
認

等
を
行
い
つ
つ
、
職
員
の
年
齢
構

成
と
退
職
者
数
の
動
向
や
見
通
し

を
踏
ま
え
、
中
長
期
的
に
見
た
適

正
な
定
員
管
理
に
配
慮
し
な
が
ら
、

新
規
採
用
の
平
準
化
を
図
っ
て
い

く
。

※役職定年制＝60歳に達した管理監督職の職員は非管理監督職ポストに降任等

　

藤
田
議
員

わ
が
町
の
森
林
面
積
は
総
面
積

の
約
90
％
を
占
め
て
お
り
、
こ
の

地
域
の
資
源
や
特
性
を
活
か
し
て
、

環
境
に
配
慮
し
、
地
域
に
貢
献
す

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
雇
用
や
産
業
の
創

出
、
観
光
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
、

災
害
時
の
電
力
供
給
な
ど
の
効
果

が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

や
気
候
変
動
へ
の
対
策
に
も
期
待

が
で
き
る
と
思
う
が
、
地
域
の
脱

炭
素
化
と
経
済
を
両
立
で
き
る
事

業
に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

町
長

本
町
に
お
い
て
も
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
た
め
、

町
民
や
事
業
者
に
向
け
た
啓
発
を

進
め
な
が
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
支
援
、
森
林
管
理
等

に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
、
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
活

用
促
進
、
電
気
自
動
車
の
導
入
促

進
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等
の
導

入
な
ど
の
取
組
を
強
化
し
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い

問答

て
は
、
「
西
つ
が
る
３
市
町
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
」
等
、

町
の
様
々
な
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
ま
た
、
本
年
度
中
に
策

定
す
る
「
西
つ
が
る
３
市
町
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域
施

策
編
）
」
に
も
示
し
た
い
。
施
策

の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
国
の
動

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
国
や
関
係

機
関
と
も
密
に
連
携
を
図
り
つ
つ
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
組
、
町

民
や
事
業
者
と
と
も
に
、
２
０
５

０
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

答

資源活かし地域貢献等に
取り組む考えは

温室効果ガス排出実質ゼロ実現に
取り組んでいく

藤
ふじ

田
た

　一
かずのり

則議員 質問者の動画が
視聴できます。

　議会だより第70号から、一般質問等のページにＱＲコードを掲載し

ています。スマートフォンやタブレットのアプリ等を使いＱＲコードを

読み取ると、各議員等の録画映像が簡単に視聴できます。

　ぜひ、ご利用とチャンネル登録をお願いします。

スマートフォンなどで手軽に議会がご覧になれます

YouTube
「深浦町議会チャンネル」

　定例会は、誰でも傍聴することができます。町政に関する予算や条例の提案、議

員の質問・質疑、採決などが行われます。次回は、３月上中旬に定例会を開く予定

ですので、皆さんの傍聴をお待ちしております。また、庁舎１階ホール及び２階の

議会図書室に設置されているテレビモニターでもご覧になることができます。

議会を傍聴しませんか

◆陳　　情
陳　　情 提出者  主　　旨 結　　果

健康保険証の廃
止をしないよう
求める意見書を
政府に送付する
ことを求める陳
情書

五所川原民主
商工会
会長
 坂本 正輝

健康保険証を来年秋に廃止し、マイナンバーカードと一
本化する一部改正法が国会で成立した。しかし、マイナ
ンバーカードの取得は任意であり、取得していないと公
的医療機関から遠ざけられる危険がある。また、他人の
医療情報が誤ってひも付けされた事例あり、不安が広が
っていることから、健康保険証の廃止をしないよう求め
る意見書を政府に送付していただきたい。

委員会付託
（閉会中の
　継続調査）
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令和６年２月９日 ふかうらまち議会広報 第76号

委員長　今　勝吉　　副委員長　七戸　仁
委　員　大髙恒藏　　岩谷　司
　　　　大川清光　　福沢秀己

議会に対して、ご要望・ご意見がありまし
たら、議会事務局あてにご連絡ください。
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議会広報編集委員会

令
和
５
年
11
月
７
日（
火
）

審
査
案
件

・
特
別
委
員
会
の
進
め
方
に
つ
い
て

深
浦
町
議
会
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会

令
和
５
年
12
月
４
日（
月
）

調
査
事
項

１　

深
浦
町
議
会
第
１
３
０
回
定
例
会
の
日
程
等

に
つ
い
て

２　

陳
情
に
つ
い
て

３　

閉
会
中
の
継
続
調
査
及
び
審
査
の
申
出
に
つ

い
て

令
和
５
年
12
月
８
日（
金
）

所
管
事
務
の
調
査

１　

地
域
医
療
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

２　

深
浦
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
の
課
題
と
達
成
に
つ
い
て

３　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
が
所
管
す
る
事
項
に

つ
い
て

４　

閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
出
に
つ
い
て

令
和
５
年
12
月
８
日（
金
）

所
管
事
務
の
調
査

１　

水
産
試
験
事
業
の
追
跡
調
査
に
つ
い
て

２　

商
工
観
光
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

３　

令
和
４
年
８
月
大
雨
被
害
の
復
旧
状
況
に
つ

い
て

４　

公
有
林
整
備
の
実
績
と
成
果
に
つ
い
て

５　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
が
所
管
す
る
事
項
に

つ
い
て

６　

閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
出
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

令
和
５
年
12
月
21
日（
木
）

・
広
報
第
76
号
の
編
集
に
つ
い
て

令
和
６
年
１
月
29
日（
月
）

・
広
報
第
76
号
の
編
集
に
つ
い
て

令
和
５
年
12
月
４
日（
月
）

協
議
事
項

１　

西
海
岸
広
域
農
道
整
備
に
つ
い
て

２　

令
和
４
年
度
災
の
工
事
発
注
状
況
及
び
令
和

５
年
度
災
・
災
害
査
定
結
果
に
つ
い
て

３　

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
の
件
に
つ
い
て

４　

深
浦
駅　

駅
係
員
に
よ
る
営
業
終
了
に
つ
い

て

令
和
５
年
12
月
４
日（
月
）

協
議
事
項

・
第
１
回
深
浦
町
議
会
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員

会
の
内
容
に
つ
い
て

議
会
広
報
編
集
委
員
会

全
員
協
議
会


